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と推定され、現在の資源状態は「過剰漁獲でありかつ乱獲状態
である確率」はわずかに 0.6％であることが示された（図 5、
6。また、資源評価モデルで推定された資源量は 2004年以降、
堅実な増加傾向にあり、2018 年の資源量は過去の平均水準な
らびに初期資源量の 59％まで回復していることが示された。
将来予測の結果から、推定されたMSYに近い 2.7万トンの漁
獲を続けると、2033年まで、90％の確率で資源量及び漁獲係
数をMSY 水準で維持できると予測され、もしMSY を超える
漁獲量 3万トンの漁獲を続けても 2033年までMSY水準を維
持できる確率は 61％と予測された（図 7）。ただし、MSYを
超える漁獲では2033年以降に過剰漁獲となることを避けるた
めに TACの削減が必要とされた。 

管理方策 
1995 年から主要漁獲国・地域（台湾、南アフリカ、日本、

ブラジル及びナミビア）は、漁獲量を 1989～1993年の平均漁
獲量の 90％以下（＝約 2.2 万トン）にする管理措置を初めて
実施し、2001年からは総漁獲量の規制を始めた。 

2013年の ICCAT年次会合においては、資源評価結果を受け
2014～2016 年の TAC が 2.4 万トンに設定された。日本の漁
獲量については、南大西洋（北緯 5度以南）におけるはえ縄に
よるメバチの漁獲量の 4％以下に抑制するというこれまでの
努力規定から、新たに 1,355 トンの国別割当量が設定された
（ICCAT 2014）。 

2016年の ICCAT年次会合において、同年の資源評価結果を
基に 2017～2020 年の TAC及び国・地域別割当量の議論が行
われ、これまでと同じ TAC を適用することが合意され、日本
の割当量もこれまでと同じ 1,355 トンとされた。その後、同
TAC及び割当量が 2022年まで延長されている。なお、国別割
当量は移譲も可とされており、これまで日本もブラジル等他国
から一部移譲（当初は200トン程度、2019～2020年漁期には、
さらに南アフリカ等から 800トン）を受けている。 

2022年の ICCAT年次会合において、2023～2026年の TAC
は 2.8万トン、日本の割当量は 1,630トンと決定された。日本
に対して、2023～2026 年漁期には、ブラジル、ウルグアイ、
南アフリカから各 100 トン、合計 300 トンの移譲が承認され
た。 

2024年の ICCAT年次会合において、 MSEの初期管理目標
を定める決議が採択され、2029 年年次会合での管理手続き
（MP）の採択を目指している。 

 
 
 

図 6. 南大西洋ビンナガの資源評価における JABBAモデルの
神戸プロットと資源状態を確率として示した円グラフ 
青丸は 2018年の推定値。 

図 7. 南大西洋ビンナガの資源評価モデル（JABBA
ベースケース）による将来予測（2021～2033年） 
上図は相対的資源量（B / BMSY）と下図は相対的漁獲
係数（F / FMSY）。色線は漁獲量を 0～34,000トンま
で変化させた際のそれぞれの将来予測軌道。各線は
15,000 回のマルコフ連鎖モンテカルロ法によるシミ
ュレーション結果の中央値。 
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ビンナガ（南大西洋）の資源の現況（要約表） 

世界の漁獲量 
（最近 5年間） 

15,478～24,968トン 
最近（2023）年：22,075トン 
平均：20,810トン（2019～2023年） 

我が国の漁獲量 
（最近 5年間） 

912～1,968トン 
最近（2023）年：1,968トン 
平均：1,570トン（2019～2023年） 

資源評価の方法 ベイジアンプロダクションモデル（JABBA） 

資源の状態 
（資源評価結果） 

B2018 / BMSY = 1.58（1.14～2.05） 
F2018 / FMSY = 0.40（0.28～0.59）*１ 

2018年の資源状態は、過剰漁獲及び乱獲状態ではない 

管理目標 MSY：27,264トン（範囲：23,734～31,567トン）*2 

管理措置 
TAC：2.8万トン 
うち日本への割当分が 1,630トン、 
他国（ブラジル等）からの移譲分が 300トン（2023～2026年漁期）。 

管理機関・関係機関 ICCAT 

最近の資源評価年 2020年 

次回の資源評価年 2026年（予定） 

    *1 2020年資源評価結果より。ベースケースから推定した 95％信頼区間。 
*2 2020年資源評価結果より。ベースケースの推定値の範囲。 

 

 


